
696 耳喉頭頸　94巻 8号　2022年 7月

耳鼻咽喉科・頭頸部外科　（第 94巻　第 8号）
2022年 7月 20日発行（毎月 1回 20日発行）

定価：2,970円（本体 2,700円＋税 10％）
2022年年間購読料（増刊号を含む 13冊，送料込）　　
冊子版/通常　43,626円（税込）
冊子版/個人特別割引　40,128円（税込）
電子版/個人特別割引　40,128円（税込）
冊子＋電子版/個人特別割引　45,628円（税込）

「耳鼻咽喉科・頭頸部外科」ホームページ
https:／／www.igaku-shoin.co.jp／journal／411

発　　行　株式会社　医学書院
　　　　　代　表　者　金原　俊
〒　113‒8719　東京都文京区本郷 1‒28‒23
電話　本誌編集室直通（03）3817‒5710
　　　（担当　鶴淵・安部）
　　　販売・PR部直通　　（03）3817‒5650
ファクシミリ（03）3815‒7802（編集室）
E‒mail：jikotokei@igaku‒shoin.co.jp
印　刷　所　三報社印刷㈱
広告取扱　（株）文京メディカル　電話（03）3817‒8036
別刷取扱　販売・PR部　　　　　電話（03）3817‒5696

・Published by IGAKU-SHOIN Ltd., 1‒28‒23 Hongo, Bunkyo‒ku, Tokyo Ⓒ 2022, Printed in Japan
・ 本誌に掲載された著作物の複製権・翻訳権・上映権・譲渡権・貸与権・公衆送信権（送信可能化権を含む）は株式会社
医学書院が保有します。
・ 本誌を無断で複製する行為（複写，スキャン，デジタルデータ化など）は，「私的使用のための複製」など著作権法上
の限られた例外を除き禁じられています。大学，病院，診療所，企業などにおいて，業務上使用する目的（診療，研究
活動を含む）で上記の行為を行うことは，その使用範囲が内部的であっても，私的使用には該当せず，違法です。また
私的使用に該当する場合であっても，代行業者等の第三者に依頼して上記の行為を行うことは違法となります。
・　　　　＜出版者著作権管理機構　委託出版物＞
・ 本誌の無断複製は著作権法上での例外を除き禁じられています。複製される場合は，そのつど事前に，出版者著作権
管理機構（電話 03‒5244‒5088，FAX 03‒5244‒5089，info@jcopy.or.jp）の許諾を得てください。
＊「耳鼻咽喉科・頭頸部外科」は株式会社医学書院の登録商標です。

⎧
⎪
⎪
⎪
⎪
⎪
⎪
⎩

⎫
⎪
⎪
⎪
⎪
⎪
⎪
⎭

　あ と が き

本誌は 1928年に
久保猪之吉によっ
て「耳鼻咽喉科」
として創刊され，
1988年に「耳鼻咽
喉科・頭頸部外
科」と改題いたし
ました。
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　先日，神戸で開催されました第 123回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会・学術
講演会に現地参加してきました。コロナ感染の勢いが全国的に少しずつ弱くなって
いるなか，久しぶりに多数の会員の先生方が現地参加されている学会であったと感
じました。広い第 1会場，第 2会場も座席が多く埋まっていて，ランチョンセミ
ナーも満席となっていたところがありました。Web会議の良さもありますが，久
しぶりの現地参加は，他大学の多くの先生方に直接お会いできる貴重な機会とな
り，Webだけでは到底行うことができない交流をもつことができました。本号が
発行される 6月末は，7月 31日までのオンデマンド配信が続いている真っ只中であ
ると思います。現地に参加された先生方も，参加されなかった先生方も，オンデマ
ンド配信でまだまだ学ぶことができます。ぜひご視聴なさってください。
　さて，今月の特集は，ウイルス感染です。新型コロナウイルスの感染拡大が生じ
たこの 2年間ほど，ウイルスやワクチンが注目されたことはなかったと思います。
mRNAワクチンという新しい概念が，これほど早く実用化されるとは思ってもい
ませんでした。私は，2回目のワクチン接種後，しばらくして帯状疱疹に罹患しま
した。因果関係はわかりませんが，重度の帯状疱疹症状が数か月でようやく過ぎ
去ったあと，中年以降の接種を勧めた帯状疱疹ワクチンの企業広告を見かけまし
た。罹患後となっては時すでに遅し，ですが，ワクチンの重要性を再認識する経験
が続いています。ワクチンには副作用が一定の確率で生じうるのも事実ですが，正
しい理解のもと，ワクチン接種の意義を正しく伝えていくことも重要だと感じてい
ます。本特集号は，ウイルス感染症に関して，各領域の専門の先生方にご執筆いた
だきました。タイムリーに幅広く正しく学ぶことができる素晴らしい特集号となっ
ています。ぜひご一読ください。
　また，本稿の Review Articleは，阪上先生による「術後 QOLからみた中耳手術」
です。良い中耳手術を行うためには，術者としての技量を磨くだけでは不十分で，患
者さんの希望を正確に読み取り手術の目標を共有することが大事であることを，豊
富なご経験をもとにまとめられています。こちらもぜひご一読ください。
 （大石直樹）
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